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緒言
細胞接着と関係を持つ疾患はガン転移や関節リウマチ，アテローム性動脈硬化など数が多い[1]．これらの疾患に対
する新薬や新しい治療法の開発には，生体内に近いin vitro環境が役立つと考えられ，医療や創薬の現場での応用を
考えると簡便かつ定量的に接着力を測定する方法が必要になる．そこで我々はマイクロ流路を用いた細胞接着力測定
に着目し研究を進めている．このマイクロ流路を使った方法では，顕微鏡によるリアルタイムな観察が可能であることや使
用する試薬が少なく低コストであることなどの利点を持つ[2]．本研究では内部に層流条件下でせん断応力を生じさせマ
イクロ流路内で細胞接着力を評価できるデバイス作製に取り組んだ．

実験方法
マイクロ流路は鋳型を3Dプリンタ(AGILISTA-3110，キーエンス)で作製し、PDMSに転写し流路を作製した．層流条
件下で培養液が流れ，かつ流路幅を徐々に狭める構造を作ることで，流路内のせん断応力を連続的に変化させることが
できるように設計した．またマイクロパターン基板はシリコン基板にSU8-3005を用いてマスクレス露光装置にて鋳型を作
製し，PDMSに転写して作製した．マイクロパターンは円柱径10μm，円柱間ピッチ10μmとし，円柱の配置を変えることで
パターン密度を変化させた．流路基板として一定のピッチや円柱径を持ったマイクロパターン基板を作製することで細胞
接着力を定量的に評価した．ヒト肺胞基底上皮腺ガン細胞(A549)とヒト子宮頸癌由来の細胞であるHela細胞をシリンジ
を用いて細胞懸濁液をデバイス内に注入し，細胞がデバイス底面へ接着させ再度溶液をデバイスへ注入し，その際に
生じる壁面せん断応力で細胞を剥離，実験前後での残存細胞を蛍光色素による染色などを用いて培接着力を評価した
．

結果と考察
シミレーションによりInletとOutletを結ぶ中心線において流入出口から十分に離れた座標において連続的かつ線形的
な変化を持つせん断応力の分布が形成されることがわかった(Figure 1A)．3Dプリンタにより作製したマイクロ流路デバイ
スをFigure 1Bに示す．この流路内には細胞の接着力を低下させるため円柱径10μm，円柱間ピッチ10μmでパターン基
板を作った(Figure 1C)．マイクロパターン基板を作製する際の露光条件検討はSU8-3005に対して245mW/c㎡の露光に
より高さ約5μmのパターンを安定して作製できることがわかった．最後に細胞をデバイスに導入し，細胞接着力を評価し
た(Figure 1D)．
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Figure 1　A.Simulation results of microfluidic channels and fabricated devices. B. Produced patterns with 10 μm diameter
and 10 μm clearance.　C. Cell Adhesion Experiments
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